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福林良典

出身：京都府京都市
趣味：テニス、海外旅行
講義：地盤工学11、測量学、力学等
専門：地盤工学

II図 豪雨や大地震から地盤災害を防ぐ 匝匠9

ひとこと
自分で自分の限界を作らず、失敗を恐れず、他人の
目を気にせず、様々 なことにチャレンジしましょう。

研究内容
膨潤性粘土地盤上での道路路盤の建設手法の開発
► 問題土とされる膨潤性粘土が広がる地盤上で、道路を建設するため
の、地盤改良手法を検討。環境負荷の少ない農業残酒を混合する
改良手法を開発。

► 土のうのような人力施工が可能な補強手法と、農業残酒等の粉体
混合によるハイブリッド改良手法の開発。
気候変動下での林道の斜面安定に向けた箇便治山工の開発
► 実斜面に簡便治山工を設置し、自然降雨下と人工降雨下での浸
透能を評価。

► 簡便治山工が設濫された斜面内で、降雨が地中へ浸透する様子を
再現するモデルの開発。

＇ユ年
簡易治山工を設置した実斜面区画

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 日本の人工林では皆伐期を迎え、伐採作業のために自然斜面が削
られることになります。アクセスと予算の制約から、現地材料と人力に
よる簡便な治山対策エ（諜員らざるを得ません。本研究は、簡易治山
工の斜面安定、土壌流出と濁水の発生の抑制効果を最大限に引
き出す設計手法の提案に役立ちます。

► 膨潤性粘土は世界中に分布しています。乾燥時と湿潤時で大きく
体積が変動し、その地盤上のインフラに大きな損傷を与えています。
その体積変動を抑制し、道路として通行車両の重量を支持しうるよ
うな改良手法を開発し、世界の社会基盤整備に貢献します。
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尼：潤性粘土

肱閏性粘土地盤の走行実験と、路床に配置した計測器
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6 環境親和型まちのデザイナー、インフラの医師
.... w. ば駕釘は認嵩

国唇園
土木環境プログラム准教授
李春鶴

出身：中国・溜陽（清華大・ソウル大・東大）

趣味：登山

講義：コンクリート材料・構造関連

専門：コンクリート工学、維持管理工学、

建設材料学

ひとこと
研究内容 前もって準備しよう。

廃棄物を用いた萬性能コンクリートの開発

► 太陽光パネル廃ガラスのコンクリート分野で対規模的にリサイク
ルする技術を開発

► 廃石膏を用いて低収縮·高強度コンクリートを開発
ロボット・AIを用いたコンクリート構造物の診断システムの構築
► コンクリート構造物の欠陥などの点検における革新的なツール
開発

► ロボットによる自動化を行い、技術者不足を解決
► AIによる省力化で、資源の最適利用を求める,ヽ, 

. ---~ 
太陽光パネル廃ガラスを用いたプレキャストコンクリート製品

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？ ‘‘
► 世の中のいわゆるインフラとは、道路、鉄道、橋梁、トンネル、タ
ム、水路、発電所などを指しているが、ここに使用される材料の7
割以上がコンクリートでできているため、コンクリートは人々の生
活と密接な関係があると言える。

► 環境にやさしく、長い寿命を持たせるように、コンクリートに対して
適切な管理・診断・治療の技術を学ぶのは、資源の節約と持

続可能な発展に不可欠である。

► 廃棄物を含む原材料から構造物の製造、使用段階での管理、
不具合が発生した場合の維持管理、治療技術を学べることが

でき、まちの「デザイナー」あるいはインフラの「医師」にもなる。
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三次元的な検査I
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出身：兵庫県神戸市
趣味：釣り、トカゲの飼育
講義：土木環境工学実験、等
専門：地盤工学

ひとこと
土木は超身近な存在です。身の回りで感じた「なぜ？」
を忘れずに、色々 なことに興味を持ってください。

研究内容
豪雨や地震に強い盛土構造物の維持管理
► ため池など盛士構造物の崩壊メカニズムや効果的な対策工に関する
研究を進めています。
超音波を用いた新しい斜面探査技術の開発
► 超音波ビームを地盤に放射して、士中の水分量や強度の変化を非
破壊で調査する技術を開発します。

研究内容

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► ため池は全国に約15万箇所ありますが、豪雨や地震により決壊し、下
流域に被害が及ぶケースがあります。どんなメカニズムで盛土のどの場所
が壊れるのかを明らかにすることが、防災技術を高めることに役立ちます。

► 宮崎県では、豪雨による大規模な斜面災害が多発しています。土中
を伝わる超音波の反射強度を利用して、簡便に斜面の危険度を評価

することを目指しています。
► 地盤防災に関する知識や、専門分野の実務的な基礎技術が身に付
きます。

模型実験や数値計算による堤体の崩壊シミュレーション
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豪雨で決壊したため池 超音波を使った斜面探査技術イメージ
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町~ 土木環境プログラム特別助教
堀澤英太郎

新材料・新技術による鋼橋の長寿命化 唇

出身：新潟県小千谷市
趣味：九州の観光地巡り
講義：プログラミング入門、測量学実習II、等
専門：鋼構造、橋梁工学

ひとこと
皆さんの周りにある道路や河川は、土木の知識・経験
によって、人々 から安全に使われています。私たちの安
全がどのように作られているのか学んでみませんか？

錆びに強いステンレス鋼を用いた橋梁の設計
► 車両や食器に使われているステンレス鋼を使うことで錆に強い橋梁と
なり、定期的に必要なメンテナンス作業を減らすことができます。

► 実験や解析によってステンレズ祠の強度や耐久性を明らかにすること
で、安全なステンレス構造物の設計法を提案します。

金属粒子のスプレーによる鋼構造物の補修や補強
► 溶けた金属粒子をシャワーのようにスプレーすることで、構造物の表面
にコーティングを施す溶射という技術があります。

► 溶射を橋梁などの構造物に利用して、現場でも施工可能な簡単な
補修や補強技術を開発します。
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ステンレスで作られた橋梁
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この研究はどう役立つ？研究から学べることは？

► 構造物のメンテナンスを低コスト化することは、 100年を超える長期に
わたって私たちの安全を維持し続けることに役立ちます。

► 新しい材料や新しい技術を利用することで、地域のシンボルとして魅
カのある構造物を作ることに貢献します。

► 実際にものを壊して強度を調べる実験とコンピュータで構造物の変形
を調べるシミュレーションを行うことで、構造物の安全性を判断できる
力学的なセンスを身に付けることができます。
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材料の強度実験
鋼自体がどのような強度を持って
いるのか破壊実験により調査
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橋梁の架設見学
橋梁が線路や河川を超えて
架けられる瞬間を見学

部材の強度実験・シミュレーション
板や柱がどのような強度を持って
いるのか実験や解析により検証

一
高専・大学と
まで競技

コンクリート構造物の打音ロボット
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